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Abstract 
During th日 COUf3日 ofstudies on the pre-，ention of boiler scale d巴posits，it wa吉
田 ce3saryto reSeaI・chthe interfering effe~t of accompanied ions 0立 th巴 an'llysis
of calcium and magnesium. The analysis waS based upon the alizarin and oleate 
m雪th:.>dsand c:lrried on colorimetrically and n日phelo.metrically. The results 











O.lmg-O. 002mgjc. cであるO 試料はCa合有量が此範囲内にある様にとり，諺酸塩として，重
量分析法と同様一応Mgと分離するO 拡:酸カノレシウムの沈澱に 1N-HCl 0.5ccを加え溶解せし
め之にアルゴールアリザリン溶液を過剰に加え， Calcium-AIizarinateにして沈澱せしめ，




















の過剰を加え， Water-bathにて800Cに温ため， c)nc-NH.GH 溶液5滴加え， よく混和する。
そ削除加えるAlizarin溶液はCaO.lmgに対L，1ml程度である。次に紫色に変じた此溶液を
lhri昆め，一昼夜静置す。 Caは青黒色の微視的針状のCalcium-Alizarinateを生ずる。之をグ
ーチフィルグーで徐々に吸引滴過し此沈澱物を dil-NH.OH 溶液で洗ìf~， 次に試験管におき
換え， 50%アルコ ~jレ諺酸溶液を沈澱物に注ぎ，更にフィルターにも注ぎ，液を合併するO 青工
黒色の Ca1cium-Alizarinateは直ちに分解し遊離のAlizarinのオレンジ色を呈する。この
Alizarinを95%温アルコールでフイノレターを通し 洗瀧L 試験管ー に入れ， 50ccの容量フラ
スゴに移しその溶液をdiI副NH40H溶液で微アルカリ性にし 50ccに稀釈する ρ よく混和し
比色管に入れ比色する。
(3) 各種イオンの影響に就いて
妨害イオンとしては種々あるが， Mg， Feに就いて中間報告する。 Mgに就いては重量分析
同様，悲酸法で取り除けば，影響はないが，若しも Mg共存の場合は， M叫Ifg含-Ali包za町rina








第 1 表 Mg++ の影響
I Ca I_~三 -J--11- Ca % 
1mg 濃赤褐色 | 比色不可
O. 12mg 濃赤褐色 | グ
O.lmg O.002mg 赤青色 95% 
O.015mg 赤青色 I 93% 
j Ol叫 | 赤奇禍色 | 比色不可
1 0 同 | 濃赤刊色 1 80忽
O.002mg 赤青色 95% 
O.05rng 
( O. 12mg 赤初色 | 陀色不可
O.Olrng I ¥ O.0151l1ヨ | 赤青色 I 7 0 96
l O.002rng 赤青色 92% 
I ( O. 15rng 赤字}.i 色 ! 比色不可
O.OOI5rng I (O.OI5rng 赤字詰 色 l グ
¥ O.002mJ， 赤青色 70% 
第 2 表 Fe+++ の影響
Ca Fe 色調 I Ca % 
O.lmg 
〈013mz l 青黒色 | 比色不可
O. 02rng 青赤色 8 0忽
0.05mg 
(0 13叫 ( 青黒色 | 比色不可
O. 021l1g 青赤色 70% 
1013mg l 青う色 | 比色不可
O. 02mg fI グ
O.OOlmg 青赤色 85% 
O.Olmg 
( O. 13mg 青黒色 | 比色不可 1 
1 0山[グ l M l 











2 A. Rorneo and V. Gamd司rdella;Chim. ind. agr. bioJ.， 17，. 471-61 (1941) 










NO.1mlrtCa 0.02mgの溶液〉を入れ， 45c.cに稀釈するO 各々のフラスコに試薬A1ml鬼一加え混
合し次に試薬Bを1ml宛加え， 5白叫に稀釈する。 lhr後，比色計に比濁計を附設し，比色す

























第 3 表 P04'" (NaH2P04) の影響
SampleCa I試薬 A I 試薬~ B [ PO戸 :IH. :，， I = "' I I ~\ ~r- Ll. ~...\ ;K.. :LJ' ... ~l-:........ 1沈澱|色調 CaError忽P. P. m I C. C C. C P. P. m 1/U il，'5^ I L...J .WJ 
7.4 lc， c lc.c 80p. P. m 白1% 梢黒色 -40.0% 
7.4 n I! 8 なし 灰黄色 + 4.0，% 
7.4 I! I! 64 白沈 梢黒色 -30.0% 
7.4 1 I! 40 " I! -10.0% 
7.4 1 I! 20 なし 灰黄色 十 2.0%
7.4 1 1 10 I! I! ーし096
7.4 I! I! 35 出沈(僅)、 約黒色 - 2.5% 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
~4~ 4 茨 Hexametaphosphateの影響
iCa一五百五丁一一一一丁一一一 7 正Iexa P.五五寸 | 一一一一一
Sample |試薬A l 試薬日 uVA':':__metapho~ph~~~ I 色 調 CaError お
- iz--11ZL-iムー「つL エー一一「両i百| 工i均
7.6 I グ j グ 7.76 グ-1.1% 
7.6 I! グ 19.85 I +0.69当
日 | グ ! か | 玖 70 I 輝黄色 ! 十 2.076 
7.6 グ 1 198. 50 I I! + 3.ラタ6
7.6 Iグ|グ 397.00 t グ 十 10.596
第日表 Fe++の影響 (FeSO.ヲ7H20)
ヘ~m~'I~':J主主!??l Fe ++ p p.m I竺調 Error 忽
7.5 P. P. ml 1 c.c I 1 c.c 2.8 p. P. m 灰黄色














時間 10分間後 30分間後 1時間後 日時市11，主








- 5 % 
重量法では諺酸法により，蕗酸アンモンの飽和諮液を微酸性試料溶液に加え諺酸カルシウムの
沈澱を作り，液をアンモニアで中和後，稀諺酸アンモニア溶液で洗糠，白金土!:t:t酎こて灼熱し，8000
C以上に於いては，CaO， 500つ ~6000Cでは CaCO" 200o-:-:00oCで、はCaC20.として秤量する
が，CaC20.は低温で時間的に容易であるが，完全脱水が行はれず， 4-5%の誤差が屡々出来る。
CaC03の場合は炭素の焼き切れるのに相当時聞を要しまた CaOは手取り早く灼熱し得るも





















(B) 試薬… -0.5gkOH /alcohol十 400cc水
(2) 実験操作









究中故一部を報告するに止める O その他，Magneson(o-p-Dihydroxyazo-p-nitro-benzene 
〉により， Mgを決定する田中，芦沢両氏の方法もあり， O.2mgM:aL迄測定出来る。此方法
4 A.Gregovi日 andT.Sola; BuJLsoc.chim.Belg.， 32， 131 (1923) 
M.M.Rain日sand A. I. Krupldn. Zavodskaya. La.， 8， 399-404 (1939) 
(114) 
カルジウム及びマグネジウムの比色分析について 701 
第 7 表 Hexametaphosphat邑の影響
Sample 瓦一一一一一一一 B 亘証言函玩正一一一「一一てJ一一二プー「




Reahent ¥ Reagent Iphosphate crror :;0 
2 c.c lc.c 99.0 p.p.ml +ー2 % 
グ | グ 49.5 十ー 1.396 
グ(グ 13.4 ! 0 % I 
I! グ 9ヲ9.0 + 2.05'0 
l グ|か l グ !"6001+21%.. rynnn n I I! グ 3000.0 + 2.0忽












POλ-4HCl = 2MgCI2 +2NH，H2PO会の反応で，肢の標準溶液で滴定ずる方法も時聞を要しな
いので，重量分析ーよりも，相当便利であるが，滴定に熟棟を必要とする。また上記の重量分析
で，燐酸アンモンマグネシウムの沈澱を作り，硝肢に溶解し，モリプデン酸アンモンを力[1え，
黄色を発せしめ，燐酸を定量するMgの間接定量法もあるが， Si02の妨害F作用に依り誤差が大
となる傾向があるO それに就いては研究の余地があり，未だ余り採用されていない。
lV 会士1'口 び
以上Ca，Mgの二三の比色分析に就て報告したが，缶石，缶泥，給水等その他に対する比色
分析の応用には是非とも妨害イオンの影響が重要で，今後その研究を続行する積りである。木
研究は富士製鉄株式会社室蘭製鉄所の依頼によって開始されたもので，同所前所長香春常務，
平田工務部長，大沼動力課長，加藤忠氏及び菊地望君、等の多大の御援助を受けた。また木研究
の費用も同社の負担によるものであり，今回発表を許可せられたことに対しても，上記の方々
と共に同社の御好意に厚く感謝の意を表する次第でt，:>る。最後に御指導戴いた佐藤久次教授に
深く感謝の意を去するO (昭和29年6月19日受付〉
(115) 
